
 

平成 31 年 3 月 1 日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

酒田市が「ふるさと名物応援宣言」を発表します 
 

 このたび、酒田市では「ふるさと名物応援宣言」を行います。 

つきましては、取材等に関し特段のご配慮を賜りますようお願いいたします。 

【ふるさと名物応援宣言とは】 

ふるさと名物応援宣言は「地域の農林水産品、文化財等を活用した製品・サー

ビス開発、販路開拓」を行う事業者を支援する目的で、開発する製品・サービス

の素材となる農林水産品や文化財等を自治体が指定し、宣言・公表するもので

す。本制度は中小企業庁の制度で、各自治体に宣言することを促しています。 

【本市のねらい】 

今回、本市が宣言した狙いは大きく二つあります。 

①宣言した「農林水産品・文化財・自然の風景地等」と「それらを活用した製

品・サービス」のＰＲ効果 

②事業者が製品・サービスの開発などを行う際に、経済産業省の各種補助金の優

先採択を受けられる 

【宣言の内容】 

本市では、2つの「ふるさと名物応援宣言」を行います。 

（1）「日本海・最上川・鳥海山伏流水」水が育む自然のめぐみ 

酒田を取り巻く豊富な水資源が育んだ、本市の特色ある農林水産物や加工品、

食文化を宣言し、それらを活用した商品開発等を実施する事業者を支援していき

ます。 

（2）北前船と最上川舟運がもたらした湊町文化の体験型観光 

平成 29 年に本市が代表自治体として申請した「荒波を超えた男たちの夢が紡い

だ異空間～北前船寄港地・船主集落～」が日本遺産の認定を受けました。山居倉

庫や旧鐙屋などの日本遺産構成文化財と交易に大きな影響を与えた鳥海山や飛島

を、歴史と自然が育んだ多様な湊町文化として宣言し、それらを活用した体験型

観光開発などを実施する事業者を支援していきます。 

◆上記宣言の詳細は資料 1、2を参照してください。 

   

 
●お問い合わせ／商工港湾課 

 企業立地・産業振興係 安川、國松、辻村 

  ℡ 26-6066、Fax 26-6068 

  Mail：sangyoshinko_c@city.sakata.lg.jp   

定例記者会見資料 



中小企業地域資源
活用促進法に基づく

が応援するふるさと名物

山形県酒田市

「日本海・最上川・鳥海山伏流水」

水が育む自然のめぐみ

定例記者会見資料



平成31年3月1日

山形県酒田市
地域の

プロフィール

山形県酒田市は、山形県の
北西部に位置し、北に万年雪
を湛える鳥海山を有し、海沿
いには日本最大級の砂丘であ
る庄内砂丘、その背後には広
大な庄内平野を有する地域で、
豊かな農林水産資源に恵まれ
た地域です。
日本海・最上川・鳥海山伏

流水の豊かな水資源が、豊富
な農林水産資源や観光資源を
育み、多様で優れた地域資源
が豊富にあることが本地域の
特徴となっています。



ふるさと名物の内容

◇「日本海・最上川・鳥海山伏流水」水が育む自然のめぐみ

◆ふるさと名物

鳥海山の伏流水は、山に降った雨や雪が地
下に浸透し、噴火の際に溶岩の地層によっ
て、何十年かけて濾過され磨かれながら、
長い年月をかけて川や海に流れ出たもの。
その高品質かつミネラル豊富な水は、農林
水産物・加工品を良質なものとします。

庄内平野は、平野の７ 割以上が水田とい
う日本有数の穀倉地帯。 その平野を支え
るのが、山の養分を運んでくる最上川で
あり、最下流に位置する酒田はその恩恵
を大きく受け、良質な農林水産物・加工
品の製造に寄与します。



ふるさと名物の内容

◇「日本海・最上川・鳥海山伏流水」水が育む農林水産資源及び加工品群

◆主な地域資源

米 豚肉 升田かぶ 柿 梨 メロン いちご ねぎ

トマト ごどいも 大根 岩牡蠣 さざえ いか 金頭

ヨーグルト 酒田のラーメン 米菓 日本酒 果実酒 酒田杉



◆「酒田市産業振興まちづくりセンター サンロク」

平成３０年４月に開設された酒田市産業振興まちづくりセンター（
愛称：サンロク）において、農林水産事業者や、食品加工メーカー、
飲食店、小売店等、食にかかわるプレイヤーの皆様の新規事業や販路
の拡大を支援するため、事業者同士のマッチングや、専門家による支
援、セミナー・セッションの開催を通じたネットワーク形成などを推
進しています。

市町村の取り組み

本市事業者のプロジェクト

マッチングサポート

•事業者のニーズ・シーズを
把握し、マッチングのため
の情報提供

•農林水産業者

•製造業

•サービス業 など

創業・女性活躍支援＆
人材ポテンシャルの最大化

•創業支援員による伴走支援

•女性活躍支援員による啓蒙活

動

•フリーランス支援

•チャレンジキッチンの設置

•コワーキングスペース開設

ネットワークづくり＆
情報発信

•各種セミナー開催

•専門家等の派遣

•補助金等のブラッシュ

アップ

支援内容



市町村の取り組み

◆さかた産業フェア・農林水産まつり

「さかた産業フェア」は、地元の企業にＰＲの場
を提供し、地域内外への地域特産品の周知と販路
拡大を支援するとともに、若者に地域の企業を知
る機会を提供することにより、地元就職の促進を
図ることを目的に開催しています。

「農林水産まつり」は優れた農林水産物を広く紹
介し、生産者と消費者の相互理解を深め、消費拡
大・地産地消を推進し、豊かな食生活の実現と地
域農林水産業の振興に寄与することを目的として
開催しています。

両イベントは２０１８年から同時開催しており、
相乗効果による更なる賑わいの創出を図っていま
す。



中小企業地域資源
活用促進法に基づく

が応援するふるさと名物

山形県酒田市

北前船と最上川舟運がもたらした

湊町文化の体験型観光

定例記者会見資料



平成31年3月1日

山形県酒田市
地域の

プロフィール

山形県酒田市は、山形県の
北西部、庄内地方の北部に位
置し、古くから日本海の海上
交易と最上川の舟運の要とし
て発展してきました。
「酒田港」は、江戸時代に

米どころ庄内と天下の台所・
大坂を結ぶ北前船が往来する
物流の拠点として発展し、そ
の繁栄ぶりは「西の堺、東の
酒田」とも謳われました。商
業活動が活発になり豪商が
次々と出現。華やかで自由闊
達な湊町文化が形成され、現
在も上方との交流のなごりが
言葉や食べ物、文化の中に
残っています。



ふるさと名物の内容

◆ふるさと名物

◇北前船と最上川舟運がもたらした湊町文化の体験型観光

本市は北前船と最上川舟運の交易の結節点である港町として、港から市内中
心部にかけて繁栄を極めた往時の歴史と文化を感じさせる多くの資源が現存し
ており、2017年には本市を代表自治体として申請した、「荒波を越えた男たち
の夢が紡いだ異空間～北前船寄港地・船主集落～」が日本遺産の認定を受けま
した。
山居倉庫や旧鐙屋など日本遺産の構成文化財を始めとして、北前船の風待ち

港となった飛島、西廻り航路のランドマークとなった鳥海山など、歴史と自然
が育んだ多様な湊町文化を体験することができます。



ふるさと名物の内容

◆主な地域資源

◇酒田の日本遺産構成文化財
山居倉庫 日和山公園 旧鐙屋 本間家本邸 山王くらぶ
相馬屋主屋 本間氏別邸庭園 塞道絵幕 酒田山王祭祭礼用
亀笠鉾 酒田袖之浦・小屋之浜之図 雛めぐり

◇鳥海山 ◇飛島

◇北前船と最上川舟運がもたらした湊町文化の体験型観光



市町村の取り組み

①日本遺産 北前船寄港地・船主集落
◆2018年に本市を代表自治体として申請した「荒波
を越えた男たちの夢が紡いだ異空間～北前船寄港地・
船主集落～」が日本遺産の認定を受けました。現在、
共に申請した15道府県38市町と連携し、日本遺産を
活用した観光促進・物産促進などの地域活性化に取り
組んでいます。

②鳥海山・飛島ジオパーク
◆鳥海山・飛島は鳥海山の山麓に位置する3市1町が
連携してジオパーク推進協議会を立ち上げ、2016年
には「日本海と大地がつくる水と命の循環」をテーマ
にジオパークの認定を受けました。保全と地域振興、
教育の側面から鳥海山・飛島ジオパークの活用が図ら
れています。



 

定例記者会見配布資料 

 

平成 31 年 3 月 1 日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

2018-19 V.LEAGUE DIVISION2 WOMEN 

V.FINAL STAGE ファイナル 6 が開催されます 

 

 V2 リーグ女子のプレイオフ（順位決定戦）である「ファイナル 6」が本市の市

国体記念体育館で開催されます。 

同大会には、V2 リーグのレギュラーラウンドで第 4 位という成績を収めた、

プレステージ・インターナショナル アランマーレも出場、V1 リーグ昇格をかけ

た最後の戦いに臨みます。 

つきましては、取材等に関し特段のご配慮を賜りますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ファイナル 6（酒田開催）】 

○期日／3 月 16 日（土）、17 日（日） 

○場所／市国体記念体育館 

○対戦カード／ 

16 日 正午～   アランマーレ ｖｓ ＧＳＳ東京サンビームズ 

   17 日 午前 11 時～ アランマーレ ｖｓ 大野石油広島オイラーズ 

 

 

 

 

 

 
●お問い合わせ／ 

市スポーツ振興課 村井 

℡ 43-6651、FAX 23-2257 

E メール sports@city.sakata.lg.jp 

◆ポイント 

○レギュラーラウンドの結果、上位 6チームによる 1回戦総当り方式 

○優勝チームはⅤ1昇格、準優勝チームは、4月初旬に行われる予定のⅤ1リーグ所

属チームとの入替戦に臨む 

○3月 2日（土）、3日（日）は兵庫県姫路市、10 日（日）は愛知県刈谷市で開催 

○3月 16 日（土）、17 日（日）の最終戦を市国体記念体育館で開催 



 

定例記者会見配布資料 

 

平成 3１年 3月 1日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

農業技術大研究“スマートな農業を目指して” 

企画展示を開催します 
 

  このたび、「農業技術大研究“スマートな農業を目指して”」をテーマとして、

最新の農業技術について企画展示を開催します。 

つきましては、取材等に関し特段のご配慮を賜りますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○日時／3月 25日（月）～29日（金） 

○場所／市役所 1階フリースペース、2階農林水産部前 

○内容／１．展示 

・ドローン（ほ場の葉色撮影用） 

     ・センシング（葉色診断）用マルチカメラ 

     ・無人ヘリコプター（農薬散布用、模型） など 

    ２．事例紹介 

・葉色診断の手法紹介 

葉色版・葉緑素計からセンシング用ドローン・マルチカメラへの

技術の変遷 

    ・スマート農業の実装例紹介映像 

    ・ドローン等の活用事例写真パネル  など 

３．スマート農業ミニ講義 

 場所／市役所フリースペース 

  詳しくは後日市ホームページでお知らせします 

◆今後の予定 

  本市では新年度から「庄内バイオ研修センター」を「スマート農業研修セン

ター」に転換し、スマート農業の研修拠点として運営します。今回の展示内容

のほか、スマート農業に取り組みたい生産者のために「スマート農業実践研修

会」を開催する予定です。 
●お問い合わせ／農政課複合経営振興係  

         今野 紀生 

℡ 26-5752、FAX 26-6483 

E メール nosei@city.sakata.lg.jp 

 

◆ポイント 

○近年、農業機械において「スマート農業」といわれるＩＣＴ（情報通信技術）

を活用した農業の省力化・高品質化を目指す技術の発展が進んでいます。そこ

で、ドローンなどを使用した最新の農業技術について、紹介ブースを設けます。 

○ＩＣＴやスマート農業とはどういったものなのか、ドローンの実物や映像、

写真パネルなどを通じ、市民の理解を深めることを目的としています。 

○期間中、市長政策参与の山形大学農学部教授藤井弘志氏のミニ講義も開催予

定です。 


